
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
こ
こ
だ
け
と

聞
い
た
話
に

覚
え
あ
り
）
（
ス
ト
レ
ス
を

持
つ
な
と
医
者
は

軽
く
言
う) 

（
上
を
出
せ
！

居
な
い
と
言
え
と

言
っ
て
ま
す
）
（
年
金
は

い
ら
な
い
人
が

制
度
決
め
）

で
は
、
今
夏
の
参
議
院
選

挙
や
県
知
事
選
挙
等
が
触

れ
ら
れ
た
。

主
な
報
告
意
見
交
換
事

項
と
し
て
は
、
次
の
と
お

り
。

【
運
動
分
野
を
支
え
る
基

盤
強
化
】
連
合
新
潟
会
計

管
理
の
適
正
化
、
地
協
代

表
者
会
議
の
旅
費
精
算
を

固
定
化
す
る
。

【
す
べ
て
の
働
く
仲
間
を

新
潟
県
労
働
者
福
祉
協

議
会(

以
下
、
県
労
福
協)

の
新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
事
例

検
討
会
が
、
３
月

23

日

(

水)

午
後
４
時
か
ら
長
岡

市
内
で
開
か
れ
た
。

新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
て

半
年
が
経
過
。
会
議
に

は
、
牧
野
県
労
福
協
理
事

長
、
間
専
務
理
事
、
佐
藤

事
務
局
長
が
出
席
し
、
矢

島
長
岡
地
区
労
福
協
会

長
、
今
井
事
務
局
長
、
３

名
の
相
談
員
等
と
こ
の
間
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か
ら
新
潟
市
駅
前
オ
フ
ィ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。

牧
野
会
長
の
開
会
挨
拶

連
合
新
潟
第
２
回
地
協

代
表
者
会
議
が
、
３
月
５

日(

土)

午
前
９
時

45
分

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

料
・
環
境
問
題
を
学
ぶ
取

り
組
み
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

な
が
お
か
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｕ
Ｎ
Ｅ
と
の
連
携
も
確
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
収
穫
物
は
フ
ー

ド
バ
ン
ク
な
が
お
か
へ
の

支
援
品
と
す
る
ほ
か
、
参

加
者
へ
も
配
る
こ
と
な
ど

が
確
認
さ
れ
た
。
是
非
、

作
付
か
ら
収
穫
ま
で
の
参

加
を
期
待
し
た
い
。
他

に
、
第

93
回
メ
ー
デ
ー

長
岡
地
区
大
会
役
割
分
担

等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

さ
れ
た
。

協
議
に
関
す
る
事
項
で

は
、
農
園
開
園
式(

４
月

23
日)

の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
審
議
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
を

フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
が
お
か

か
ら
仕
入
れ
る
こ
と
や
、

参
加
者
に
野
菜
苗
も
し
く

は
、
花
の
苗
を
配
る
か
植

え
る
か
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

相
談
。
地
協
の
農
業
・
食

修
と
第
４
回
委
員
会
を
開

催
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｎ
Ｅ
に

は
２
年
前
か
ら
農
園
事
業

で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
最
初
に
、
給
食
と
称

し
て
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ
ご
飯
で
昼

食
。
以
前
食
堂
で
腕
を
振

る
っ
た
方
の
ご
飯
に
舌

鼓
。
美
味
し
か
っ
た
。

次
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
の
齋
藤

さ
ん
が
、
法
人
の
目
的
や

活
動
、
農
福
連
携
の
取
り

組
み
等
を
説
明
。
ど
ぶ
ろ

く
工
場
、
ク
ロ
モ
ジ
工
場

も
見
学
し
た
。

そ
の
後
、
委
員
会
を
開

催
。
３
月
に
行
わ
れ
た

｢
な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ

イ
フ
セ
ミ
ナ
ー｣

の
報
告

と
感
想
。
長
岡
地
区
総
決

起
集
会
と
幹
事
会
が
報
告

闘
争
関
係
と
し
て
、
新
潟

県
を
は
じ
め
と
し
た
要
請

行
動
や
各
地
域
協
議
会
決

起
集
会
等
の
取
り
組
み
。

【
社
会
連
帯
運
動
を
通
じ

た
、
平
和
、
人
権
、
社
会

貢
献
へ
の
取
り
組
み
と
次

世
代
へ
の
継
承
】
第

93

回
県
中
央
メ
ー
デ
ー
の
開

催
日(

４
月
29
日
、
万
代

島
多
目
的
広
場)

、
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン(

一
人
ひ

と
り
が
尊
重
さ
れ
る 

多

様
性
を
認
め
合
う
社
会
を

め
ざ
し

み
ん
な
が
輝
く

未
来
を
つ
く
ろ
う
！)

、

県
統
一
テ
ー
マ(

誰
ひ
と

り
と
り
の
こ
さ
な
い

働

く
仲
間
と
未
来
を
つ
な
ご

う)

等
を
報
告
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
県
知
事
選

挙
の
対
応
や
第

26
回
参

議
院
選
挙
の
対
応
、
明
年

の
第

20
回
統
一
地
方
選

挙
の
対
応
が
報
告
さ
れ

た
。

る
。
長
岡
地
区
労
福
協
と

し
て
も
地
域
の
勤
労
者
・

生
活
者
へ
の
支
援
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

４
月
か
ら
金
内
相
談
員
が

県
労
福
協
職
員
と
し
て
、

県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

中
越
地
協
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

委
員
会
は
、
３
月

26

日

(

土)

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｎ

Ｅ
を
訪
問
し
て
委
員
会
研

ま
も
り
、
つ
な
ぐ
た
め
の

集
団
的
労
使
関
係
の
追
及

と
、
社
会
に
広
が
り
の
あ

る
運
動
の
推
進
】
連
合
組

織
拡
大
２
０
３
０
プ
ラ
ン

に
お
け
る
連
合
新
潟
の
取

り
組
み
、
渡
邉
オ
ル
ガ
ナ

イ
ザ
ー
と
の
連
携
。

【
安
心
社
会
と
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
ま
も

り
、
創
り
出
す
運
動
の
推

進
】
２
０
２
２
春
季
生
活

の
相
談
事
例
や
、
県
労
福

協
へ
の
課
題
等
を
意
見
交

換
し
た
。

10
月
か
ら
の
相
談
累

計
は
１
９
０
件
を
超
え
て

い
る
。
相
談
の
傾
向
は
、

家
庭
問
題
が
一
番
多
く
、

こ
れ
ま
で
の
傾
向
に
大
き

な
違
い
は
無
い
。
相
談
者

の
地
域
も
全
県
に
広
が
っ

て
お
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
、

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
知
ら
れ
て
い
な
い

状
況
も
見
て
取
れ
る
。
課

題
精
査
と
対
応
が
次
年
度

の
大
き
な
取
り
組
み
と
な
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連
合
新
潟
地
協
代
表
者
会
議

当
面
の
活
動
を
報
告
・意
見
交
換

新
潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
と
長
岡
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
例
検
討
会

子
供
に
昔
は｢

何
々
だ
っ
た
」

と
昔
話
を
言
っ
て
も｢

ヘ
ー｣

と

い
っ
た
素
っ
気
な
い
返
事
が

帰
っ
て
く
る
。
生
活
ス
タ
イ
ル

も
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
時
代

に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
▼
一

つ
の
例
が
ス
マ
ホ
で
あ
る
。
こ

れ
ほ
ど
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
色
ん

な
情
報
機
能
が
付
い
た
物
が
出

回
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

と
思
う
。
ス
マ
ホ
を
家
に
忘
れ

る
と
心
配
に
な
る
時
が
あ
る
。

し
か
し
、
無
け
れ
ば
な
い
で
支

障
は
な
い
が
、
体
の
一
部
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

何
か
調
べ
る
と
き
も
直
ぐ
に
ス

マ
ホ
を
手
に
し
て
し
ま
う
し
、

写
真
も
ス
マ
ホ
で
綺
麗
に
撮
れ

る
。
性
能
が
良
く
な
り
、
つ
い

て
行
け
な
い
部
分
も
あ
る
。
ま

た
、
若
い
世
代
は
入
力
も
あ
っ

と
い
う
間
に
行
い
、
返
信
も
早

い
▼
も
し
通
信
遮
断
に
な
り
ス

マ
ホ
が
使
え
な
く
な
っ
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
。
電
話

を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
不
便
だ
が
、
も
っ
と
大
変
な

の
は
日
々
ネ
ッ
ト
を
し
て
い
る

方
は
、
も
っ
と
不
便
に
な
る
の

で
は
？
▼
時
代
は
色
々
と
変
化

し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
生
活
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。｢

昔
は
良

か
っ
た
の
に｣

と
い
う
言
葉
が
で

る
方
も
多
い
の
で
は
。
今
は
何

か
あ
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
さ
れ

る
。
良
い
時
も
あ
れ
ば
、
悪
い

時
も
あ
る
。
誰
が
ど
こ
で
見
て

い
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
。
節

度
を
持
っ
た
大
人
の
行
動
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
同
世
代

が
集
ま
る
と
昔
話
で
盛
り
上
が

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ら
ゆ
る
部

分
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
早
く

終
息
し
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

と
語
り
合
い
た
い
も
の
で
す
！

副議長

番場 睦≪№45≫

   あたご３

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

Ｕ
Ｎ
Ｅ
で
研
修
会
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
省
エ
ネ
と

言
っ
て
動
か
ぬ

我
が
女
房
）
（
多
機
能
で

い
ま
だ
解
か
ら
ぬ

こ
の
ボ
タ
ン
）
（
や
せ
が
ま
ん

太
っ
て
い
る
か
ら

で
き
ま
せ
ん
）
（
つ
ぶ
や
き
も

ス
マ
ホ
が
無
け
れ
ば
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連合中越加盟単組紹介
-私鉄総連・越後交通労組石油・介護支部-

94

私鉄総連所属越後交通労働組合の石油・介護支部は現

在、組合員数10名で活動しています。10名という少数では

ありますが組合員と管理職の垣根をこえた意見交換を行

い、悩みや課題を共有しあえる働きやすい職場環境と仲間

の団結を目指して日々活動を行っております。

新型コロナウイルス感染症と

の戦いは未だ収束の見通しが立

ちません。その中でも「新しい

日常」を一日も早く定着させて

いく為にお客様へのサービス提

供を通じ共に支え、共に生きる

ということを感じながら日々の

事業運営に取り組んでいます。

また我々サービス業は対面での活動が必須となります

が、労使一体となり最善の案を講じさまざまな対応と工夫

を取り入れ、この難局を乗り越えて行きたいと考えていま

す。限られた中での組

合活動を強いられては

おりますが、組合員一

人ひとりが活動に参加

し更に結束力を高めて

いきたいと思います。


